
アイガモの小屋を学校田に設置する子どもたち。
みんなで力を合わせます。（５月 25日）特集◎食べ残し減量術 （おわり）
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30 羽のアイガモを放鳥。アイガモは
水田の雑草や害虫を食べるなど、米
作りを助けてくれます。子どもたち
は、カモを手に取ったり、呼び寄せ
たりしてかわいがっています。夏の
引き上げ時まで、毎日エサを与える
などの世話をしました。（５月 25日）

収穫祭の準備。地域の皆さんや保護者を招
いて、田畑ではぐくんだ命を振る舞います。
アイガモの肉はカモ汁に、心臓や肝臓は甘
辛く煮物に、皮はいため物に、首や手羽先
はスープのだしになりました。大事なごち
そう。子どもたちは真剣な面持ちでカモ汁
を飲んでいました。（11月 18日）

みんなで黙とう。そして、「いただきます」。
収穫祭では、スライド発表や作文、詩の朗
読が行われ、これまでの作業で楽しかった
こと、大変だったことを語り合いました。
学年主任の内山一好先生は、「子どもたち
は体験をもって学ぶことができた。この日
を境に、給食の食べ残しは明らかに減りま
した」と話します。
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